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序章  病に見舞われることや障害を負うこと 










第１章  本研究の背景と目的 




















こで本研究では ,絵画表現を行う視覚障害のある芸術家が ,  病や障害に
よる内的世界の危機に対峙しながら周囲との関係性の中で芸術家アイデ
ンティティを発達させていくプロセスを縦断的かつ実証的に研究する。  



























危機と発達のプロセスを明らかにすることを目的とする。研究 1-1 では ,
心理的体験からみるライフヒストリーを描き出し ,研究 1-2 では ,視覚障
害のある芸術家としてのアイデンティティ発達のプロセスを検討する。  
２．方法 































































分析の結果,語りの文書セグメント 208 個と表現の文書セグメント 24
個による総数 232 個から,53 個の下位カテゴリーに分類され,最終的
に,26 個の上位カテゴリーに集約された。これらを視覚障害のある芸術
家としてのアイデンティティ発達の様相を示す心理的プロセスの段階を


















































研究対象 エム ナマエ（ペンネーム） 1948 年生まれ。 2019 年 3 月
6 日心不全にて逝去。享年 70 歳。妻と二人暮らしであった。また,盲導
犬アリーナと暮らしていた。  







































ティ発達とそのプロセス（研究 2-2）  
１）ライフヒストリーにおける視覚障害のある芸術家のアイデンティテ
ィ発達に関する７区分の時期と心理的プロセスにおける各段階での様相 
分析の結果,語りの文書セグメント 234 個と表現の文書セグメント 47
個による総数 281 個から ,52 個の下位カテゴリーに分類され,最終的
に,29 個の上位カテゴリーに集約された。この 29 個の上位カテゴリーを
視覚障害のある芸術家としてのアイデンティティ発達の様相を示す心理
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